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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ジアシルグリセロールをリン酸化してホスファチジン酸に変換する酵素です。コードされるタンパク質は膜タンパク質であり、過酸化水素によって阻害されます。この遺伝子の変異は尿道下裂と関連付けられています。 [RefSeq提供、2011年3月],触媒活性：ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,酵素調節：H(2)O(2)に反応して阻害される。,機能：ジアシルグリセロール（DAG）をリン酸化してホスファチジン酸（PA）を生成する。,PTM：SRCファミリーの一部のメンバーによってH(2)O(2)に反応してTyr-78がリン酸化される。,類似性：真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属する。,類似性：1つのDAGKcドメインを含む。,類似性：1つのPHドメインを含む。,類似性：2つのホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット：ホモオリゴマーを形成しない。,組織特異性:精巣で発現し、胎盤でもわずかに発現する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	DGKK抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

